
日時：2020年 2月 27日（木）14:00-17:15 

2020年 3月 19日（木） 13:00-16:30 

場所：彦根市稲部町 315-1 

 

J R 東海道線が近くにある彦根市の幼稚園。小学校も近隣にあり、住宅が周りに多く建てられています。また、

児童公園もあり、子どもにとって遊びやすい環境となっています。今回は園から少し離れたところにある彦根

市南ふれあい広場での遊びを想定してフィールドワークを行いました。残念ながら 2 日目は中止となってし

まいましたが、指導者の皆さんのアイデアあふれるプログラムが出来上がりました。 

（対象：3,4,5 歳児 53 名, 保護者参加） 

 

1日目は講座、下見とプログラムづくり、2日目は作成したプログラムの実践とふりかえりです（新型コロ

ナウイルスの影響により、代替の研修を実施しました。）。講座の一部を紹介します。  講師 島川武治（し

まっち）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番あたたかい木を探そう 

ふれあい広場にはグラウンドや遊具だけ

でなく、様々な種類の木がありました。動

物と同じように、木にも冷たいもの、あた

たかいものがあります。参加者の皆さんに

どれが一番あたたかいか比べていただきま

した。 

日光や影も理由はあるでしょうが、「あた

たかい！」と明らかにわかるような木もあ

りました。一番あたたかい木は、みなさん

ほぼ満場一致で決まりました。 

 

園長先生からのコメント 

・今回開発したプログラムは、春の遠足にてこどもたちに展開する予定である。 

・島川さんから提案されたアレンジ技法は、秋以降の親子活動でできればありがたい。 

・次年度の広域連合での研修でしていただけるとありがたい。 

・保育者からはアレンジ技法の展開があると楽しいし、保育の視点が広がる。 

・今回は自然と関わる保育を研修で学ぶという、滅多にない機会だったので、ぜひ開催したかっ

た。 

 

 

 

 

 

みなさん、ほぼ満場一致

で一番が決定！ 

「確かにあたたかい！」 

しまっちさんも 

納得です。 

 

こちらの木は日光に当た

っていたこともあり、かな

りあたたかかったようで

す。外見からではどれが一

番かわからない様です。 



 


